
仲尾さん

リオン清し水みず健けん一いち氏
資
産
・
文
化
に
付
加
価
値　

年

昭

法
政
大
経
卒
、
同
年
リ
オ
ン
入

社
。

年
取
締
役
、

年
常
務
、

年
取
締
役
専

務
執
行
役
員
。
東
京
都
出
身
、

歳
。
４
月
１
日

就
任
。

　

２
０
１
４
年
夏
、
取

締
役
で
構
成
す
る
懇
話
会

の
場
で
社
長
交
代
が
決
ま

っ
た

　
「
打
診
を
受
け
た
後
、

専
務
執
行
役
員
と
し
て
の

立
場
で
、
経
営
と
い
う

舞
台
で
社
長
は
ど
の
よ

う
に
振
る
舞
う
の
か
を
考

え
て
は
み
た
。
だ
が
実
際

に
舞
台
に
上
が
っ
て
み
る

と
、
景
色
が
ま
っ
た
く
違

っ
て
見
え
た
。
こ
れ
ま
で

引
き
継
が
れ
て
き
た
資
産

や
文
化
に
付
加
価
値
を
付

け
て
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
す
る
こ
と
が
役
目
と

自
分
を
鼓
舞
し
た
」

年
に
東
証
２
部
、

年
に
同
１
部
銘
柄
指

定
。
上
場
申
請
の
た
め
の

報
告
書
の
作
成
で
は
主
導

的
な
役
割
を
果
た
し
た

　
「
会
社
の

沿
革
の
ほ

か
、
補
聴
器

や
音
響
・
振
動
計
測
器
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
技

術
、
特
許
、
営
業
活
動
、

年
度
計
画
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
書
き
込

む
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

自
分
が
知
っ
て
い
る
事
は

ご
く
わ
ず
か
。
そ
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の

人
か
ら
話
を
聞
い
た
。
報

告
書
の
作
成
業
務
を
行
っ

た
こ
と
で
会
社
全
体
が
見

え
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
く
こ
と
も
で
き

た
。
こ
の
経
験
が
今
の
自

分
を
つ
く
っ
た
と
実
感
し

て
い
る
」

メ
ー
ド
イ
ン
ジ
ャ

パ
ン
の
信
頼
性
を
武
器
に

海
外
展
開
を
強
化
す
る

　
「
東
南
ア
ジ
ア
は
未
開

拓
の
市
場
だ
。
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
進
む
同
地

域
で
は
計
測

器
の
需
要
は

大
き
い
。
販

売
代
理
店
が
あ
る
が
、
よ

り
深
耕
す
る
た
め
に
、
駐

在
事
務
所
の
設
置
な
ど
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。
欧

州
は
成
熟
市
場
だ
が
、
特

に
ド
イ
ツ
で
環
境
へ
の
取

り
組
み
が
活
発
化
し
て
い

る
。
リ
オ
ン
製
品
の
伸
び

し
ろ
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
」

　

経
理
や
経
営
企
画
畑

出
身
だ
が
、
第
１
級
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
免
許

を
持
ち
電
気
技
術
に
明
る

い
。
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
に

も
強
く
、
自
分
で
ア
ン
プ

や
ス
ピ
ー
カ
ー
を
組
み
立

て
る
ほ
ど
。
「
経
済
学
部

出
身
の
文
系
人
間
だ
が
、

趣
味
は
理
系
」
と
マ
ル
チ

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
自
認

西
東
京
尾
内
淳
憲

再
生
医
療
品
を
新
規
開
発
軟
骨
の
適
応
症
拡
大
Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ

　
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ

は
、
再
生
医
療
製
品
の
新
規
開
発
を

進
め
る
。
患
者
本
人
の
軟
骨
組
織
を
元
に
す
る
自
家
培

養
軟
骨
「
ジ
ャ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
現
在
は
膝
関
節
向

し
つ

け
だ
け
の
適
応
症
を
別
の
関
節
向
け
に
も
拡
大
、
２
０

１
６
年
３
月
期
中
に
は
治
験
を
始
め
た
い
考
え
。
並
行

し
、
現
在
の
製
造
販
売
承
認
の
条
件
で
あ
る
欠
損
面
積

の
緩
和
も
求
め
る
。
ま
た
、
適
応
症
は
未
定
だ
が
、
他

人
の
細
胞
組
織
を
元
に
す
る
他
家

同
種

培
養
製
品

も

年
３
月
期
中
に
は
治
験
を
始
め
た
い
考
え
だ
。

生
体
弁
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
小
さ
い
サ
イ
ズ
追
加
エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

女
性
専
門
病
院
で
連
携
相
良
病
院
と
機
器
開
発
シ
ー
メ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

患
者
デ
ー
タ
を
一
括
管
理
外
来
向
け
シ
ス
テ
ム
自
宅
で
測
定
の
血
圧
・
血
糖
テ
ル
モ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
国
内
市
場
予
測

年、２．５倍１５０億円

富
士
経
済
調
べ

　
富
士
経
済

東
京
都
中
央
区
、
清

口
正
夫
社
長
、
０
３
・
３
６
６
４
・

５
８
１
１

の
調
査
に
よ
る
と
、
企

業
な
ど
の
従
業
員
が
抱
え
る
心
理
的

な
不
調
を
予
防
、
手
当
て
す
る
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
」
の
国
内

市
場
規
模
が
、
２
０
２
０
年
に

年

比
２
・
５
倍
の
１
５
０
億
円
に
達
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。要
因
と
し
て
、

年

月
に
施
行
予
定
の
労
働
安
全

衛
生
法
改
正
に
よ
り
、
従
業
員

人

以
上
の
事
業
所
は
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
」
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
点
を
挙

げ
た
。
同
制
度
は
上
場
企
業
ク
ラ
ス

で
も
未
対
応
の
企
業
が
多
い
と
し
、

今
後
市
場
が
拡
大
す
る
と
し
た
。

　
同
時
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー

ビ
ス
に
関
連
す
る
機
器
と
し
て
、
脈

波
や
心
電
波
計
測
に
よ
り
、
交
感
神

経
と
副
交
感
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
評

価
す
る
「
ス
ト
レ
ス
モ
ニ
タ
ー
」
に

つ
い
て
も
調
査
。
国
内
市
場
規
模

は
、

年
に
同
５
・
４
倍
の

億
円

と
予
測
し
た
。

日本ダイカスト協会のあゆみ一般社団法人 年
度

　

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

月

日
、日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
会
設
立
、

　
　
　
会
員
数

社

　
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
会
の
権
利
、
義
務
の

　
　
　
一
切
を
継
承
し
、
社
団
法
人
日
本
ダ
イ
カ
ス

ト
協
会
を
設
立
、
会
員
数
１
０
６
社

亜
鉛
合
金
ダ
イ
カ
ス
ト
の
品
質
の
安
定
を
図

る
た
め
「
亜
鉛
合
金
ダ
イ
カ
ス
ト
品
質
証
明

制
度
」
を
制
定

東
京
都
晴
海
の
東
京
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
で

「
第
１
回
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
総
合
展
」
開
催

協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。
会
員
数
１
３
７
社

ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
の
進
歩
発
達
に
貢
献
し
た

も
の
を
対
象
と
し
て
贈
呈
す
る
小
野
田
賞

を
設
け
る

日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
会
議
・
展
示
会
の
前
身
で

あ
る
「
第
１
回
ダ
イ
カ
ス
ト
研
究
発
表
会
」

を
開
催

協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
お
よ
び
亜
鉛
合

金
ダ
イ
カ
ス
ト
品
質
証
明
制
度
施
行

周
年

記
念
式
典
を
機
械
振
興
会
館
ホ
ー
ル
で
開

催
。
会
員
数
１
６
１
社

ダ
イ
カ
ス
ト
化
に
よ
り
ダ
イ
カ
ス
ト
の
新
分

野
を
開
発
し
た
も
の
に
贈
呈
す
る
浦
上
賞

を
設
置

協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
椿
山
荘
で
開

催
。
会
員
数
１
９
５
社

ダ
イ
カ
ス
ト
関
連
技
術
の
進
歩
発
展
に
功
労

の
あ
っ
た
現
場
の
技
能
者
に
贈
呈
す
る
「
菅

野
賞
」
を
設
け
る

協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
。
会
員
数
２
０
５
社

日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
会
議
並
び
に
展
示
会

技
術
講
演
３
件
、
研
究
発
表
９
件

開
催

　
協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
。
会
員
数
２
０
４
社

「
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
史
」
を
発
刊

ダ
イ
カ
ス
ト
の
Ｐ
Ｒ
用
小
冊
子
「
Ｄ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
発
刊

素
形
材
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
ダ
イ
カ
ス
ト

部
会
を
設
置
し
て
、
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
を
作
成
し
通
商
産
業
省
に
提
出

ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
標
準
化
委
員
会
委
員
が
共

同
執
筆
し
た
「
ダ
イ
カ
ス
ト
金
型
設
計
ノ
ウ

ハ
ウ

例
」
が
第
１
回
型
技
術
協
会
論
文
賞

を
受
賞
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
ダ
イ
カ
ス
ト

金
型
設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
集
」
を
発
刊

協
会
創
立

周
年
記
念
式
典
を
東
京
會
舘
で

開
催
。
会
員
数
２
３
９
社

ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
史

周
年
記
念
誌
発
刊

ダ
イ
カ
ス
ト
工
場
の
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

報
告
書
を
発
刊

　
「
ダ
イ
カ
ス
ト
っ
て
何
？
」
を
発
刊

　
創
立

周
年
記
念
式
典
を
東
京
會
舘
で
開
催
。

　
　
　
会
員
数
２
２
８
社

　
　
　
「
ダ
イ
カ
ス
ト
百
科
事
典
」

創
立

周
年

　
　
　
記
念
誌

の
発
刊
、
お
よ
び
「
挑
戦
と
創
造

　
　
　
で
築
い
た

年
」

創
立

周
年
記
念
Ｄ
Ｖ

　
　
　
Ｄ

の
製
作

　
　
　
Ｙ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

ヤ
ン
グ
ダ
イ
カ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
設
置

新
た
に
「
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
。
全
国
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同
組
合
連

合
会
解
散
８
月

日
清
算
登
記
に
伴
い
、

生
命
共
済
制
度
事
務
代
行
、
ダ
イ
カ
ス
ト
技

能
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
な
ど
の
業
務
を
協
会
が
引
き
継
ぐ

協
会
と
、
４
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同
組
合

日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
、
中
部
ダ
イ
カ
ス
ト
、

　
　
　
関
西
ダ
イ
カ
ス
ト
、
兵
庫
県
ダ
イ
カ
ス
ト

　
　
　
が
事
業
統
合
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

　
第
１
回
環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
協
会
会
員
章
の
製
作
・
配
布

　
「
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　
　
　
の
策
定

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
会
員
へ
の
支
援

　
　
　
策
の
一
環
と
し
て
、

社
に
対
し
て
会
費
減

　
　
　
免
措
置
を
実
施

　
４
月
１
日
、
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
登
記

同
日
付
で
定
款
変
更

会
員
数
３
１
９
社

　
５
月

日
、
代
表
理
事
を
２
人
と
す
る
こ
と

　
　
　
を
主
な
改
正
点
と
し
て
定
款
を
変
更

会
員
増
で
活
性
化
推
進

　
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
協
会
は
事
業
の
活
性
化
、
発
展

な
ど
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
る
。

　
同
協
会
と
、
日
本
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同
組
合
、

中
部
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同
組
合
、
関
西
ダ
イ
カ
ス

ト
工
業
協
同
組
合
、
兵
庫
県
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同

組
合
の
４
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
協
同
組
合
は
、
２
０
０

８
年
４
月
１
日
に
「
事
業
統
合
」
を
ス
タ
ー
ト
。
日

本
の
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
事

業
を
効
率
よ
く
行
い
、
ダ
イ
カ
ス
ト
産
業
の
健
全
な

発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
協
会
と

協
同
組
合
が
重
複
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
を
集
約
・

統
合
し
、
事
業
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
推
進
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

年
前
に

社
が
集
ま
り
設
立
し
た
同
協
会
は
、

年
５
月
１
日
現
在
、
正
会
員
１
８
６
社
、
賛
助
会

員
１
５
７
社
・
団
体
で
、
会
員
数
合
計
が
３
４
３
社

・
団
体
に
拡
大
し
て
い
る
。

さ
ら
に
同
協
会
は
創
立

周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
４
月
１
日
か
ら
９
月

日
ま
で
の
期
間
限
定
で

「
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
だ
。
正
会
員
・

賛
助
会
員
と
し
て
入
会
し
て
も
ら
い
、
す
で
に
入
会

し
て
い
る
会
員
と
の
「
仲
間
づ
く
り
」
を
強
化
し
、

一
丸
と
な
っ
て
会
員
相
互
の
事
業
の
発
展
と
業
界
の

さ
ら
な
る
繁
栄
を
目
指
す
。

　
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
は
、
通
常
５
万
円
の

入
会
金
が
無
料
で
、
通
常
の
入
会
に
必
要
と
な
る
協

会
会
員
の
紹
介
も
不
要
と
な
る
。

　
同
協
会
で
は
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
セ
ミ
ナ

ー
・
研
修
を
通
じ
て
の
人
づ
く
り
、
後
継
者
育
成
、

人
脈
づ
く
り
、
経
営
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
、
技
術

・
製
品
品
質
の
向
上
に
向
け
て
の
支
援
な
ど
を
強
調

し
て
い
る
。

２０１５年 平成２７年 ５月２１日 木曜日 （ ）

テ
ル
モ
は
患
者
が
自
宅
で

測
定
し
た
血
圧
や
血
糖
を
病

院
外
来
で
一
括
管
理
で
き
る

シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
Ｒ
ジ
ョ
イ
ン

ト
ス
マ
イ
ル
デ
ー
タ
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
提
供
を
始
め
た
。
患

者
が
使
用
し
た
血
糖
測
定
器

や
歩
行
強
度
計
、
体
温
計
な

ど
の
デ
ー
タ
を
近
距
離
無
線

通
信

Ｎ
Ｆ
Ｃ

対
応
リ
ー

ダ
ー
で
取
り
込
む
だ
け
で
、

デ
ー
タ
は
自
動
で
グ
ラ
フ
化

さ
れ
る
。
外
来
診
療
の
現
場

で
医
療
従
事
者
と
患
者
が
同

時
に
画
面
を
見
て
、
血
糖
値

や
生
活
習
慣
デ
ー
タ
の
推
移

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
情
報

を
確
認
で
き
る
。
同
シ
ス
テ

ム
に
通
信
可
能
な
測
定
機
器

を
今
後
増
や
し
て
い
く
。

　
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
す
る

シ
ス
テ
ム
は
、
同
社
の
医
療

関
係
者
専
用
の
会
員
サ
イ
ト

か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。
血
糖
測
定
器
や
歩

行
強
度
計
、
体
温
計
、
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
な
ど
す
で

に
販
売
し
て
い
る

機
種
が

同
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
お

り
、
こ
の
ほ
ど
血
圧
計
と
体

組
成
計

消
費
税
込
み
価
格

は
い
ず
れ
も
１
万
２
７
４
４

円

も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
加

え
た
。
測
定
機
器
の
デ
ー
タ

の
読
み
取
り
や
保
存
、
出
力

が
可
能
な
専
用
カ
ー
ド

同

３
１
２
９
円
も
販
売
す
る
。

患
者
本
人
の
軟
骨
組
織
を
元

に
す
る
自
家
培
養
軟
骨
「
ジ

ャ
ッ
ク
」

▲

エ
ド
ワ
ー
ズ
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス

東
京
都
新
宿
区
、

加
藤
幸
輔
社
長
、
０
３
・
６

８
９
４
・
０
５
０
０

は
、

経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
治

療

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

用
生
体
弁

「
サ
ピ
エ
ン
Ｘ
Ｔ

写
真
」

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し

た
。
機
能
し
な
く
な
っ
た
大

動
脈
弁
に
留
置
す
る
同
製
品

は
こ
れ
ま
で
直
径

と

の
２
種
類
を
提
供
し

て
い
た
が
、
日
本
の
患
者
向

け
に
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
同

と
大
径

を
追
加

し
た
。
同
製
品
は
２
０
１
３

年

月
に
保
険
適
用
さ
れ
、

現
在
ま
で
に
１
５
０
０
人
以

上
の
治
療
に
使
わ

れ
て
い
る
。
保
険

償
還
価
格
は
４
６

５
万
円
。

　
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
開

胸
手
術
が
困
難
な

患
者
を
対
象
に
し

た
重
症
の
大
動
脈

弁
狭
窄
症
の
治

き
ょ
う
さ
く

療
方
法
。
患
者
の

太
も
も
の
付
け
根
の
血
管

経
大
腿
ア
プ
ロ
ー
チ

や

た
い

だ
い

肋
骨
の
間
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル

ろ
っ
こ
つ

で
サ
ピ
エ
ン
Ｘ
Ｔ
を
心
臓
の

中
ま
で
運
び
、
大
動
脈
弁
に

留
置
す
る
。
開
胸
手
術
に
比

べ
患
者
負
担
が
少
な
い
。
患

者
ご
と
に
異
な
る
大
動
脈
弁

の
大
き
さ
に
生
体
弁
を
フ
ィ

ッ
ト
さ
せ
る
た
め
、
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
増
や
し
た
。
日
本

・
ア
ジ
ア
向
け
特
別
開
発
品

の
直
径

タ
イ
プ
は
経

大
腿
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
に
対

応
し
て
い
る
。

シ
ー
メ
ン
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
品
川
区
、
織
畠
潤

一
社
長
、
０
３
・
３
４
９
３

・
７
５
０
０

と
相
良
病
院

鹿
児
島
市

は
、
同
院
が

新
設
す
る
女
性
医
療
施
設
の

設
立
・
運
営
に
関
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん

だ
。
乳
が
ん
を
中
心
と
し
た

女
性
医
療
専
門
の
新
病
院
は

２
０
１
８
年
８
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
。
シ
ー
メ
ン
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
は
新
病
院
の
事

業
計
画
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
ほ

か
、
画
像
診
断
、
治
療
、
検

体
検
査
に
使
用
す
る
最
新
鋭

の
医
療
機
器
を
提
供
す
る
。

　
相
良
病
院
は
乳
が
ん
の
手

術
症
例
数
で
国
内
上
位
の
医

療
機
関
で
、

年
８
月
に
全

国
で
初
め
て
乳
が
ん
領
域
で

の
特
定
領
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
に
認
定
さ
れ
た
。

新
病
院
は

床
の
規
模
で
、

国
内
で
数
台
し
か
稼
働
し
て

い
な
い
シ
ー
メ
ン
ス
製
の
磁

気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置

Ｍ

Ｒ
Ｉ

・
陽
電
子
放
射
断
層

撮
影

Ｐ
Ｅ
Ｔ

一
体
型
装

置
な
ど
を
導
入
す
る
予
定
。

シ
ー
メ
ン
ス
は
病
院
に
ス

タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
る
な
ど

サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

す
る
ほ
か
、
両
者
で
医
療
機

器
の
共
同
開
発
に
取
り
組

む
。

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ

川
崎
病
の
効
果
適
応

追
加
承
認
を
申
請

田
辺
三
菱
製
薬

　
田
辺
三
菱
製
薬
は
抗
ヒ
ト

Ｔ
Ｎ
Ｆ
ａ
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル

抗
体
製
剤
「
レ
ミ
ケ
ー
ド
点

滴
静
注
用
１
０
０

一
般
名

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ

に
つ

い
て
、
川
崎
病
の
効
能
・
効

果
の
適
応
追
加
承
認
を
申
請

し
た
。

　
既
存
治
療
で
効
果
不
十
分

な
川
崎
病
患
者
を
対
象
に
国

内
臨
床
試
験
を
行
い
、
同
剤

の
有
効
性
や
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
適
応
追
加

承
認
を
申
請
し
た
。
同
剤
は

こ
れ
ま
で
ク
ロ
ー
ン
病
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
適
応
承

認
を
受
け
て
い
る
。

人
工
歯
根
用
磁
石

韓
国
で
累
計
１
万

５
０
０
０
個
販
売

愛
知
製
鋼

　
【
名
古
屋
】
愛
知
製
鋼
の

ミ
ニ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

人
工

歯
根
用
磁
石
シ
ス
テ
ム
マ

グ
デ
ン
」
が
２
０
１
２
年
９

月
に
発
売
し
た
韓
国
で
、

年
度
ま
で
に
累
計
販
売
１
万

５
０
０
０
個
を
達
成
し
た
。

マ
グ
デ
ン
は
磁
力
で
義
歯
を

維
持
固
定
す
る
仕
様
で
、
標

準
サ
イ
ズ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

体
に
比
べ
直
径
を
３
分
の
２

に
低
減
し
て
い
る
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
。
韓
国
総
代
理
店

の
シ
ン
ウ
ォ
ン
デ
ン
タ
ル
が

現
地
で
販
売
し
て
い
る
ほ

か
、
日
本
で
は

年
１
月
に

類
似
品
を
投
入
。
将
来
は
ア

ジ
ア
や
欧
米
で
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
る
。

　
「
ジ
ャ
ッ
ク
」
は
、
ス
ポ

ー
ツ
や
事
故
な
ど
で
膝
関
節

を
痛
め
た
患
者

膝
関
節
外

傷
性
軟
骨
欠
損
症
、
変
形
性

膝
関
節
症
を
除
く
離
断
性
骨

軟
骨
炎
の
患
者

か
ら
健
康

な
部
分
の
軟
骨
を
取
り
、
培

養
し
て
患
者
に
戻
す
製
品
。

今
後
、
膝
関
節
以
外
の
関
節

に
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
治
験
を
始
め
た
い
意
向

だ
。

　
現
在
は
、
製
造
販
売
承
認

の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
患

者
の
軟
骨
欠
損
面
積
が
４
平

方

以
上
と
い
う
制
約
が

あ
る
。
採
血
・
皮
内
テ
ス
ト

の
後
、
組
織
採
取
を
し
た
時

に
欠
損
面
積
が
４
平
方

未
満
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
途
中
で
製
造
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
る
。
他
の
工
程

で
の
中
断
を
含
め
、
受
注
後

に
製
造
を
止
め
る
割
合
は
約

％
。
そ
の
間
に
か
か
っ
た

費
用
は
Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
が
負
担

す
る
。
こ
の
た
め
面
積
条
件

に
つ
い
て
、
４
平
方

よ

り
少
な
い
面
積
で
も
認
め
ら

れ
な
い
か
を
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
「
ジ
ャ
ッ
ク
」
を

含
め
現
在
の
製
品
は
す
べ
て

自
家
培
養
製
品
。
患
者
本
人

の
組
織
を
使
う
た
め
に
数
の

広
が
り
に
限
界
が
あ
る
。
事

業
と
し
て
、
よ
り
ス
ケ
ー
ラ

ブ
ル
な
他
家
培
養
製
品
を
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
に
加
え
る
方

針
。

年
３
月
期
中
に
は
治

験
を
始
め
た
い
意
向
だ
。

　
他
家
細
胞
に
つ
い
て
は
、

経
済
産
業
省
が
再
生
医
療
の

原
料
と
し
て
安
定
供
給
す
る

た
め
の
方
策
を
検
討
、

日

に
報
告
書
と
し
て
公
表
し

た
。

　
今
後
、
市
場
全
体
で
他
家

細
胞
の
利
用
が
進
む
可
能
性

が
増
し
て
い
る
。

◆
後
発
医
薬
品
会
社
買
収

エ
ン
ド
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
　
後
発
医
薬
品

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

会
社
の

米
パ
ー
・
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー

テ
ィ
カ
ル
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
を
買
収
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
と
発
表
し
た
。
買
収

額
は
債
務
負
担
を
含
め

億

５
０
０
０
万

約
９
６
０

０
億
円

。
エ
ン
ド
ー
は
買

収
を
通
じ
て
、
米
国
で
の
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
販
売
ベ
ー
ス
で

上
位
５
社
に
躍
進
。
急
速
に

広
が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
分
野

で
一
段
の
成
長
を
目
指
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

時
事

正
し
い
方
向
性

▽

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

人

工
多
能
性
幹
細
胞

を
用
い

た
再
生
医
療
等
製
品
も
品
質

管
理
の
た
め
の
遺
伝
子
解
析

が
欠
か
せ
な
い
」
と
話
す
の

は
、
タ
カ
ラ
バ
イ
オ
社
長
の

仲
尾
功
一
さ
ん
。今
年
８
月
、

滋
賀
県
草
津
市
内
に
新
研
究

棟
が
完
成
す
る
。

▽

「
研
究
施
設
を
草
津

に
集
約
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
バ
イ
オ
医
薬
品
な
ど
を
開

発
す
る
た
め
に
必
要
な
製
造

設
備
、
分
析
・
解
析
装
置
を

整
え
る
」
と
意
気
込
む
。

▽

「
２
０
１
４
年
度
の

受
託
細
胞
加
工

は
予
想
以
上
に

売
り
上
げ
が
伸

び
、

年
度
も

強
気
に
見
積
も

っ
て
い
る
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
中
心
と
す
る
再
生
医
療
事

業
の

方
向
性
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
的
確
な
予

測
に
力
こ
ぶ
。

大
津


